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令和７年度
（令和７年11月時点）

抽出基準

１６県基準
【eGFR60未満】もしくは【尿蛋白(+)以上、尿蛋白2年連（±）】

２０独自基準

フロー図４の未実施の理由
・マンパワー不足

・予算不足

・CKD対策協力医が少ない、腎臓
専門クリニックがない

・医師会等との連携が難しい

・糖尿病性腎症重症化予防事業を
優先的に実施

令和７年度
（令和７年11月時点）

令和６年度令和５年度令和４年度

３６３５３２２２

５３個別健診

４８集団健診

１.ＣＫＤ対策に取り組む市町村数
回答市町村：５４市町村

（回答率100％）

（参考）令和7年度特定健診における血清クレアチニン検査の実施状況



２．市町村の取組実施内容

令和７年度
（３６市町村）
（令和７年11月時点）

令和６年度
（３５市町村）

令和５年度
（３２市町村）

３５３２３１通知

２０１７１８電話

１６１８１２面接

１３１３１０訪問

２２１その他

令和７年度 その他の内容
・腎臓病予防教室を案内し、
医師や保健師による受診勧奨
を実施
・健診結果と腎臓病地域連携
パスを郵送

（１）受診勧奨方法（複数回答可）



令和６年度
（３５市町村）
（令和７年11月時点）

令和５年度
（３２市町村）

令和４年度
（２２市町村）

回答市町村数人数回答市町村数人数回答市町村数人数

3410,129325,543224,545①受診勧奨実施者の実数

10898109845943
ア．CKD対策協力医への受診勧奨実施者の
実数

9692115207526イ．腎臓専門医への受診勧奨実施者の実数

146,086132,10761,593
ウ．独自作成の受診勧奨先医療機関一覧等
に基づいた受診勧奨実施者の実数

312,828272,721222,491②受診勧奨後、受診した対象者の実数

※ア～ウについては重複あり

２．市町村の取組実施内容

（２）受診勧奨実施状況

※②は評価期間前のため人数を計上していない市町村もあり



２．市町村の取組実施内容

（３）受診勧奨後の未受診者対応 （４）かかりつけ医との連携
令和7年度
（36市町村）
（令和7年11月時点）

令和６年度
（35市町村）

3131①レセプトで受診確
認を実施

45②再勧奨通知

1215③再勧奨電話

46④再勧奨面接

57⑤再勧奨訪問

11⑥その他

令和7年度
（36市町村）
（令和7年11月時点）

令和６年度
（35市町村）

2726①医療機関と事業実施について協議

1312②県が作成したCKD対策協力医リスト・
腎臓専門医リストを活用し受診先を紹介

1515③医療機関と協議し、独自に受診勧奨先
医療機関一覧等を作成し紹介

1111④対象者が受診後、治療方針等を確認し
保健指導

67⑤情報共有ツール作成

44⑥かかりつけ医が保健指導が必要と
判断した場合の紹介方法を決めている

810⑦その他※（３）・（４）ともに複数回答可



令和７年度
（令和７年11月時点）

抽出基準

２県基準
【eGFR60未満】もしくは【尿蛋白(+)以上、尿蛋白2年連（±）】

２独自基準

未実施の理由（DKD・CKD両方）
・マンパワー不足

・予算不足

・生活習慣病全体の重症化予防プログラムを実
施している

・対応を検討中

３.ＣＫＤ対策に取り組む被用者保険数
回答数：40
（回答率９０．９％）

（参考）令和7年度特定健診における血清クレアチニン検査の実施状況

回答数

１８実施している

１２
一部に実施している
（年代による、希望制等）

１０実施していない

令和７年度
（令和７年11月時点）

令和６年度令和５年度令和４年度

４３３３

健診結果表への表記方法

回答数

１４eGFR・血清Crの両方を記載

１eGFRのみを記載

２血清Crのみを記載

１未回答



回答数

２受診勧奨、保健指導で活用している

１５知っているが、活用していない

３知らない

４.啓発物の活用状況（被用者保険）

５.協力医リストの活用状況（被用者保険）

回答数

２受診勧奨先として活用している

１３リストは知っているが、活用はしていない

５知らない

（N=20 ※DKD・CKDいずれかの取組を実施している場合のみ回答）

（N=20 ※DKD・CKDいずれかの取組を実施している場合のみ回答）


